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1.背景 

分光器は回折格子や光学フィルタなど，光学素子が

一般的に用いられている．これらの光学素子は大型で

簡便に扱えない・費用が高額になる等の問題がある[1]．

そのため，本研究室では小型・安価な分光イメージセ

ンサの実現を目的とし PD（pn接合フォトダイオード）

の過渡応答を利用したフィルタレス分光方法が実現可

能であることをデバイスシミュレータにより確認した． 

2.原理 

分光方法は，光入射時に PD から出力される過渡応

答信号から分光情報を取得する．この分光情報は入射

する光波長による電子正孔対の発生深さの違いによる

ものである．図 1,2 に光が PD に入射した際の過渡応

答信号取得モデルを記した．  

①入射した光は，各波長の光吸収係数に応じた分布で，

電子正孔対を生成させる． 

②この電子は，電界および拡散現象により移動し，電

流計に到達する． 

③到達した信号は，過渡応答信号となり，光の波長に

対して特徴を持った波形となる． 

例えば赤色の光が照射された場合は，ゆっくりと電

流値が上昇し，青色の光の場合は急激に電流値が上昇

する．この過渡応答信号の違いを利用することで分光

が可能となる． 

3.結果 

デバイスシミュレータを用いて PDに波長 637nmと

473nm の 2 種類の光を入射したときの計算結果を図 3

に示す．  

波長の大きい光と小さい光を比較すると，波長の大

きい光ほど電流の上昇が緩やかであることが分かった． 

4.結論 

PD への光入射時の過渡電流を測定することで，入

射光波長の光吸収係数の違いから過渡応答信号に違い

があることを確認できた．この過渡応答信号の違いを

利用することで分光が可能であると考えられる． 
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図 Fig.1 Generation of electrons 

Fig.2 Transient current  

 

図 Fig.3 Transient current by simulation 
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